
　殿川の清掃やホタルの幼虫放流などを行っている
「殿川とホタルを守る会」が、５月 28 日にホタル
の観察会を開催し、参加者はたくさんのホタルが飛
び交う幻想的な光景を楽しみました。
　ホタルの生息には、餌となるカワニナという淡水
巻貝が生息できる水のきれいな環境が必要ですが、
水質の悪化などにより、全国的にホタルの数が減少
していると言われています。
　そうした中、殿川では、馬場小学校の児童が育て
たホタルの幼虫の放流活動や「殿川とホタルを守る
会」を始めとする地域の方々が生育環境の保護活動

に取り組んでいるため、多くのホタルを見ることが
できます。この活動は、SDGsのゴールである「６.安
全な水とトイレを世界中に」、「14. 海の豊かさを守
ろう」、「15. 陸の豊かさも守ろう」に関連します。
　町として、これからもホタルが住み続けられるよ
う地域と協力して、自然環境の保護に取り組みます。
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